
コモンモードノイズを簡単に除去する方法とは

コモンモードノイズを含んだノイズ測定をする上で、コモンモードノイズを物理的に抑制させる方法は、
・オシロの対地インピーダンスを高くする
・電源のコモンモードインピーダンスを高くする
・電源のFGを低インピーダンスで接地させる
・コモン出カ端子の短絡させる
といった方法があります。しかし、回り込みに起因するコモンモードノイズ電流を抑えるのは難しいため、コモンモードは抑制する方法よ
りもプローブを選定して再現性のある測定することが重要になります。それぞれプローブを使う上での問題点と弊社DP-100A差動プ
ローブを使うメリットについてご案内いたします。
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特長

コモンモード除去比が約40dB (100MHz)と通常のプローブ約10dBに比べ30倍以上改善

最大40dBの同相除去比と±200Vの最大入力電圧、電源不要で動作可能

1：1のプローブとして、オシロスコープでの観測に最適

https://www.keisoku.co.jp/pw/app/347/


関連製品

差動プローブ「DP-100A」

https://www.keisoku.co.jp/pw/product/measuring/probe/dp-100/

